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表側面の使い方

Ａ．ガット弦の太さを計算する（基準ピッチ、有効弦長、必要なテンションから）

１． 窓Ａで、スライドＡを動かしてお使いになる基準ピッチ（例 ４１５）の線に有

効弦長（ｃｍ）を合わせる（例 ７０ｃｍ）

２． 窓Ｂで弦のテンションを何ニュートン（表示はＮ． １０Ｎ＝１ｋｇ）にするか

合わせる（例 ６０Ｎ．）

３． 窓Ｄの下側の目盛りが、スライドＢの音名に対応するガット弦の太さ。

（スチール は窓Ｄの上の Stahlという目盛り。同様にナイロンNylon やフロ

ロカーボン Flour-Carbon はその上の窓に対応する目盛りを読む）

Ｂ．特定の弦のテンションを計算する

１． 窓Ｄで、弦の太さと音名をあわせる（例 ６０ ｅ２）

２． スライドＡと窓Ａで有効弦長と基準ピッチをあわせる（例３２ｃｍ、４４０Ｈｚ）

３． 窓Ｂで、スライドＡの下向き矢印が指すスライドＢの数値がその弦のテンション

（単位Ｎ。例 ６５であれば６．５ｋｇ）
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裏面の使い方

Ｃ．基準ピッチ、有効弦長、音高から適切な弦のタイプを判別する

１． 窓Ｅで演奏する基準ピッチと、有効弦長を合わせる（例４４０Ｈｚ，７０ｃｍ）

２． 窓Ｆで音高を選んで、窓Ｆの下のチャートからあてはまる弦のタイプを判断する。

Ｄ．楽器に応じて使われる弦のテンションを計算する

１． 窓Ｊで有効弦長を設定する

２． 計算する対象の楽器に応じて、対応する窓の目盛りでテンションの数値（Ｎ）を

読みとる（例 バイオリン、傾斜テンションの場合の１弦は５８Ｎ）

窓Ｇ（中世またはゴシックハープ、ダブルハープ、トリプルハープ、ケルトまたはチロ

ルハープ、特に軽いコンサートハープ、特に重いケルトハープ）、窓Ｈ（チェロ、ビオ

ラ、バイオリン、コントラバス、コンサートハープ）または窓Ｉ（リュート、バロック

ギター、ヴィオダ・ダ・ガンバ、コンサートギター、ハーディガーディー、ヴィオロー

ネ）
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